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薦井縣竹田鉱山銅鉱床調査報告
原　　口　　九　萬＊

　　　　　　　　　　　　　R6sum6

0n　C孤聾ri£ero腿s　Deposit　in　T跳keda　Mi髄e，E双kui　Prefecture

by

Kyuman　Haraguchi

　　　This　old　mine，being　situated7km　east　of　Maruoka　town，is　said　to　have　been

exPloited　for　tlle　past　200　years．

　　　The　main　ores　in　the　mine　be1ong　to　the　fissure。fi1Hng　deposit　in　tu丘　and　conglo－

merate（youngerTertiaryage）。

　　　EachveintrendsN200Wlnparalle1．
　　　Ore－forming　minerals　are　maテnly　chalcopyrite少but　rarely　accompanied　by　bornite，

cup尊te，andmalach三te・
『
O
r e　grades　are　vefy　high，as　shown　in　folloWing　table．

Au（9／t）

tr．

Ag（9／t）

1，123

Cu（％）

15。97

S（％）

18．98

　　．Ore　bodies，above　the　adit　level，　have　been　a玉ready　m量且ed　exbaustively，　but　the

remainedorereservesarepromis呈ngforfurtherprospectihg．

i．緒　　言

　竹田鉱山は福井県坂井郡竹田村山口に在り，丸岡町か

ら1日4往復のバスの便があり約40分で蓬し，交通・運

搬は便利である。

　竹田鉱山は竹田本坑・大平坑と古屋谷鉱山とを合併し

たもので，その開発の歴史は古いが，久しく休山となっ

ているQ

　今回の調査はこの竹田鉱山を初めとし，竹田村附近に

数多存在する旧坑についても踏査を行つた。

2．沿　　革

　沿革はつまびらかでないが，竹田村は古くから銅鉱床

の存在することが知られ，遠く旧藩時代から稼行せられ

今なお当時の旧坑が処々に存在する。

　記録に残るところでは，明治26～27年頃，当時の鉱

業権者伊藤光孝は竹田本坑を開墜し，次いで31年大平坑

を開坑し，当時は最も盛んに稼行せられたといわれる。

　＊大阪駐在員事務所

　その後明治43年磯野良吉に鉱業権が譲渡せられ，大『

正4年機械設備を行い，また同8年にぽ山元に機械選鉱

場を設置し，一時採掘したが鉱況不擬となり，途に大正

9年に至り稼行を休止するに至つた。

　昭和12年より事業が再開されたが，坑内の改修と往

時の残鉱の採掘容易な部分を少量出鉱したのに止まつ

た。

　終戦直前の帝国鉱発会社の経営時代においても，竹田

本坑には何等の施設が行われず，その出鉱も微々たるも

のであつた。

　現在も旧施設はすべて取除かれ休山されている。

　大平坑は竹田本鑓の並行脈であり，明治31年堅坑が

掘難されて，採鉱されたものであるが，現在は全く埋没

し堅坑跡を認め得るにすぎない。

　古屋谷鉱山は竹田鉱山に合併されているが，古くより

稼行され，磯野時代に大切坑が千枚谷側より開坑，着脈

してこ玉より出鉱しているo

　山竹田の西山坑は往昔採鉱せられ，その鉱石は登り谷

において山吹きされていたo
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地質調査所月報（第5巻第5号）

　　　　　　　　第1圖　竹田鉱山附悲地形地質圖
竹田村の南方共巣鉱山は大正年間に稼行され，竹田川『

上流の丸山坑・水淵坑，針ノ木谷の万ケ谷坑，．竹田川下

流のエソマ王坑・柳谷坑よりも僅少の銅鉱を産出した。

3．地質および鉱床

竹田川上流地域は，主として第三紀の火山岩および凝

灰岩類より構成され，壮年期の地貌を呈し山勢は概して

急峻である。火燈山（910m）・丈競山（1，044m）・富士

雪ケ岳（944m）が聾立し，河流は嵌入漢谷を示し，上流

には飛爆を懸げることが多く，河床にはしばしば厩穴が

見られる。竹田村を過ぎて共栄鉱山に至る漢谷・針ノ木

谷の11部はN20。Wの方向を示し，この地方における

鉱脈の走向と一致し，重要な構造線であることを示して

いる。次にほ黛束西方向の断層が存在し，竹田川の一部

および共栄坑坑内でこの方向の断層が見られる。

3．1竹田村附近の地質
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藺井県竹田鉱山銅鉱床調査報告　（原口九万）

　古屋谷鉱山入口の崖面に見られる如く，凝灰質頁岩の

上に不整合に礫岩層が露われている。この礫岩層はこの亀

地方で特徴的な地層で鍵層どなり，本層を追動すること

によつて，地質構造を窺知することができる。・その代表

的な露出地は上竹田村字岡の平岩より竹田川上流とその

支流針ノ木谷に広く分布する。礫は変朽安山岩でよく円

磨された拳大ないし頭大のもの宅あり，この礫を成す安

山岩は古期噴出にかエるものである。

　緑色凝灰岩層は淡緑・淡緑灰ないし淡青色を呈し，域

によつては角礫質のものが見られる。山竹田入口および

竹田盆地周縁部に分布する。

　鉱床はこめ緑色凝灰岩層中に胚胎されることが多く，

次いで礫岩層中にも存在する。黄鉄鉱は凝灰岩中には普

遍的に含有される。

　安山岩は変朽安山岩に属し，その変質の程度は所によ

り差異がある。通常淡緑色ないし暗緑色を呈し，斑晶に

は斜長石と角閃石がある。安山岩には熔岩流として広く・

山頂部を被覆するものと竹田本坑内・古屋谷あるいは竹

田川上流竜ケ鼻におげる如く岩床状をなして凝灰岩層あ

るいは礫岩層に貫入しているものとがある。

　疏紋岩は414米山・針ノ木谷・鱒返し滝・竜ケ鼻大平

坑川岸において礫岩層を貫ぬく岩脈として観察される。

斑晶には石英・破璃長石・斜長石があり，石基は主とし

て破璃より成る。次生鉱物として微量の磁鉄鉱・緑泥石・

楯石・緑簾石等を含有する。

　3．2鉱床
一
鉱
床 はいわゆる裂罐充填鉱床に属し，走向はほとんど

N20。Wを示し，西方へ急斜する。竹田本鑓を主脈と

し，多数の並行脈が存在する。

　母岩は凝灰岩層を主とし，稀に礫岩層もあるが，蓮鉱

岩は1いかなる火山岩であるか判然としないQ

　鉱床は竹田本鑓を除けば，いずれも規模は小であり，

その「直り」の部分が今日まで採掘された。

’竹田鉱山附近は銅鉱を主に産出するが，登り谷以北は

硫化鉄鉱脈を成すものが多く，また竹田川上流には亜

錯・錯鉱を共生する雑鉱を産する傾向があるといえる。

　採掘鉱区　第96号　竹田鉱山

　　・，第97号耀山磁器警賎）

4．鉱床各論

　4．1竹田本坑
　竹田村山口の金生谷口に旧事務所がある。金生谷を遡

ること約100mの所に風坑堅坑があり，これを16m

・降れば通洞坑に蓬するQ　i通洞坑は竹田川岸にi通されてい

るが坑内水は多い。

　通洞坑の風坑堅坑を奥に進めば安山岩に逢い，この堅

緻な火山岩中を約100m進むと，軟質の凝灰岩に変化

している。旧堅坑の場所は本鑓に該当し，その手前にお

いて前鍾にあたる鑓幅20～30Cmの並走する2脈（新
鑓）が発見されており，これはそれぞれ30m（北押），12

m（南押）採鉱されてヤ・るのみであるQ本鑓の走向・傾斜

と同じくN200W，70。Wで，品位はCu4～5％あり，

さらに鑓押採鉱の要がある。

　本鑓のr直り」は堅坑を中心とし南北にあり，その鉱体

の大き’さ（延長×傾斜延長）は南側「直り』40×90m，北

側「直り」46×90mの規模のものである。

　大体通洞地並まではほとんど採掘済であつて，この

「直り」の底部の鉱況いかんが将来本鉱山の死活の鍵とな

るもので，こ玉にその採鉱を必要とすることを提言する。

　採掘跡より逆算すれば，粗鉱品位をCu3％と見倣せ

ず，過去において大略純銅量4・》500tに当る鉱石が採

掘されたものと推定される。

　現在通洞坑で見られる鉱石はこの両「直り」間にある残

鉱で，中段坑地並まで「掘上り」採掘が可能である。

　鑓幅は最大3mに蓬し，ほ黛中央に薄い粘土脈を伴

い，これによつて上下鑓に分たれている。上鑓が主に稼

行されていて下鑓は掘残されていることが多い。品位は
「

直り」の部分に比し遙に劣り，部分的に良好な部分が散

在するが，粗鉱の平均品位はCu　L5％と見倣される。・

この部分の残鉱量は純銅1に換算すれば，約35tに過

ぎない。

　新坑は盾入40mでビリ鑓に逢い，これを150血鑓

押しているが「直り」を把握していない。さらに奥部で本

鑓に蒲脈し，北へ鑓押して北側直りに逢ヤ》通洞坑まで

貫通している。ヤ直り」の採掘延長は30m（鑓幅1m），に

蓬し鉱況は下部に向つて良化し，瓢坑地並以上には掘上

つていない○

　南押は堅坑附近で，南側「直り」に当るが金生谷の湧水

多量のためそれより先は入坑し難い。この新坑は大正初

年磯野時代に開坑されたもので堅坑を設けて鉱石を本坑

まで捲揚げる計画で掘難されたものと想像される。けだ

し本坑を使用すれば鉱石の坑内蓮搬とズリ捨てに好都合

である。

　本坑は地表部に鑓押され，35mの箇所で崩壊してい

る。走向N200E，傾斜は40。Wで，竹田本鑓の方向と

はや二ずれている。地表に近いため母岩は風化粘土とな

り盤肌が明瞭でない。鉱石は黄銅鉱であるが多量の黄鉄

鉱を伴つている。

　　　　　　　　　　　　　　　分析品位
　　　　　　　　　　　　　　Cu　　　Ag

貯鉱特鉱（cu2吻少量囎・5・97％・，・239／t

　　　毒盤1翻ll｝縣
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　　　』下鉱（Cu3％）　　2t2・61％
　　　粉鉱（Cu1～2％）　4t

意見、

　（1）両「直り」間の下部の採鉱が，最も肝要である。

これによつて相当の新鉱量を確認した場合には採鉱計画

が樹てられ本鉱床の再興は可能である。

　（2）両「直り」間の残鉱と新鑓との採掘

　（2）を目的とする場合は風坑の簡単な捲揚設備（5仔）

と通洞の軌条の設置を行えばもちろん少量の出鉱にすぎ

ないが，大した資本の投入の要もなく採算的に可能の蓮、

営ができよう。

　（ユ）の場合は坑内試錐を行い，鉱量と品位を確める要

があり，下底部採鉱となるので相当の施設が必要であり

現下の状勢では個入経営は困難視される。

　4。2大竿坑
　大平坑は明治31年開坑され，以来大正8年まで断続

稼行された鉱床であるが，現在は7×14尺の堅坑跡を残

すのみで，鉱況をつまびらかに1し難いる旧坑内図によれ

ば，延長手00m×深さ70m（四番坑まで）の「直り」が採

掘せられ，鑓幅0．5～2m（粗鉱品位Cu2％）あつたと

いわれる。

　走向はN20ρW，傾斜は700Wで，竹田本鑓に並走．

し，両鉱脈間の踵離は約180mである。

　竹田川の河岸には旧坑2ヵ所あり，堅坑に近いものは

疏水坑に利用され，下流にあるFものは：N50。E（加脊2×

6尺）で20m眉入し，藩鉱近くで崩壊している。鑓縮

10cm（走向N10QW，傾斜600W）の前鑓が存在し，黄

銅鉱を含有する。

　また竹田川を越えて平岩に郭いて，犬平鑓の延長上砕

旧坑が2つあるが，採掘に堪えうる鉱石は存在しない。

　4．3古屋谷坑
　上竹田の南西約1km，竹田村より山越えで豊原を経

て丸岡町に至る榎峠の手前に在り，採掘鉱区第97号に

当たるQ

　この鉱床は銅鉱として竹田本鑓に次いでよく稼行きれ

たもので，このことはズリおよび鍍の量からも推察され

る・しかし旧坑は全部崩壊しており，鉱況は今日では明

らかにし難い。

　「直り」は古屋脊と柳谷に挾まれた小さい丘陵中に存在

し，多数の旧坑があり，柳谷旧坑は大正初年まで稼行さ

れたといわれる。貯鉱場附近から旧大切坑が掘られてい

る。附近の地質は古屋谷と柳谷の分岐点附近より安山岩

が覆われ，旧坑附近においては凝灰岩が見られる・

　また千枚谷に昭和10年頃に大切坑が掘馨され，盾入

80mで藩鉱し，主として南方に向け鑓押され，往時の

残鉱を少量出鉱したQ盾入坑道は最初50mまでは安山

岩であつて，奥部は凝灰岩に変ずる。

　千枚谷の奥にも2カ所旧坑があり，一坑口は崩壊してし

まつているが，この附近は安山岩地帯で，出鉱した形跡

は認められない。

　要するに古屋谷鉱床は走向：N200W，傾斜600Wで・

「直り」は柳谷～古屋谷聞にあり，下部における残鉱の存

否は全く不明であるが，1往時の採鉱において排水に非常

に困難したといわれ，一応探鉱の要があると考えられる。

　4．4共榮，鉱山

　上竹田み南南東2kmの飯場跡まで大正4～5年に道

路が設けられた。この道路を登るど緑色凝灰岩層を被覆

する角閃右安山岩が露われており，飯場附近より山頂の

旧坑附近には角礫質凝灰岩が露出している・

　共栄鉱山は大正勧年に暫らく稼行せられたにすぎなか

つたが，当時は良好な銅鉱を産出した。上方より大岩

坑，一番坑・…四番坑まで比高100mに亘つて，同一

鉱脈が探鉱されている。露頭においては鑓幅2～15cm

で菲薄であるが，「直りユは二番坑～三番坑地並に存在し

上下において嚢えている。

大岩知募
一番坑垂

、

　　　　ケ　　N二番坑

憩＼

　　黛セ
　　　、　　　　の　　　　略　ω6％

　　　名

　　　糠　　　　　、
　　　　　一
　　　　　　　　ω20％

．．．墨婆
　　　　σ

∈
oeう

第2圖共榮鉱山

ゑll①

三

t
y二番坑

　　〃20躍

鑓脈の走向N20QWで西方に急斜する。鉱況の最も

よく観察される二番坑について略記しよう。

二番坑　坑口より鑓押し，断層で転位するが引立に至

るまで延長130mに蓬する。坑口より17mで「直り」

に当り，その延長250m，10m切上り採掘されてい る。

下部は堅坑があり15m掘下つているが，下部では脈勢

が急に衰えるといわれる。鑓幅は最大1血に蓬し，竜

頭の品位（Cu20．11％）は甚だ良好である。堅坑附近
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から東西方向の粘土脈を11m押しているがこれには鉱

石は認められない。第1図に示した如くN600E，垂直

の断層が存在し，鉱脈は西方に13m転位している。さ

らに鑓幅10～15cmのもの炉引立まで40mに亘つて

鑓押採鉱されているが「直り」には逢蔵せず，銅の品位

（Cu6％）も，「直り」に比すれば遙かに劣つている・

　鉱石は黄銅鉱・斑銅鉱より成り，r直り」の部分は品位

F
£

u20％に．蓬し，精鉱品位は実にCu33．56％（純粋の

黄銅鉱34・5％）のものがあるo

　鉱量は二番坑～三番坑間が最も鉱況優れ，三番坑以下

猿える．r直り」の播坑よりの蹴郵（繋翠嘉

　鑓幅　比重）士260t，Cu7％として純銅量18tで
、餌×0．3m×3．5

あり，この部分はほとんど掘りつくされている。

　意見　本鉱床の規模は小さいが，非常に高品位である

叡にr直り」を発見すれば直ちに少量の出鉱が可能であ

る。現在のところr直り」は掘りつ●ぐされ断層岩の鍾は粗

，鉱品位¢u5％が知られているにすぎない。

　採鉱方針としては（1）F大岩坑の上部，四番坑の下部・

の探査，（2）並行脈の探査が挙げられる。

　なお本鉱床は露頭はたとえ貧弱であづても・内部にお

［い七「直り」となって肥大する傾向があることを老慮すれ

隷，探鉱を忽にせ卑こ，とが肝要である。鉱石の品位が非

・常に高い故に鉱量は少なくとも小規模の稼行に堪えう

．る。

　4．5西山坑
　山竹田の本麓寺の北西山麓部にある。古くより稼行さ

，れ，大正初年に堅坑より排水したことがある・と伝えられ

　る。現在入坑しうるものは大切坑より7m高処にある

　1日坑のみで，掬脊（2×3尺）で鑓押約30m掘返され，採

．掘跡もかろうじて大切坑地並まで降りることができる。

　旧坑では鑓幅は15cmであるが，下部に至るに従い鑓

　幅も肥大しかつ品位も良好となる。大切坑より七番坑ま

　で18m掘下り，2箇のr直り」を採掘している・「直り」

　の大ぎさは第一直り延長12m×垂直深さ20m，第二「直

　り」延長6m．垂直潔さ20mで，採掘跡より見て過去

　において約350t程度出鉱したものと考えられるo

　『鉱脈の走向はN150W，傾斜50～600Wである。

　』鉱石は石英質で黄鉄鉱を多量に伴い，「クロマサ』と称

　・するものが品位が高い（分析ズリ品位Cu3。34％）。ま

　た本鉱の鉱石は登り谷まで運搬され，こ鼠宅山吹ぎされ

　ていた。本坑は部落内におつてズリ捨場に困る欠点があ

　るo
　西山坑は稼行期が古く，現在鉱況は明らがにし難いが

　、坑内図より見ても下部にはなお残鉱が存在する見塾（誹

水難のため採掘を中止したと考えられる）である。

　本坑は竹田鉱山（竹田本鑓・古屋谷鑓）に次いでよく稼

行された鉱床である0

　4．6滝谷坑
　竹田本鑓の南方，滝谷の北岸に旧坑があり，N20。W

に鑓押され傾斜は西へ40？の緩斜をなしているが鑓幅は

，定つていない。傾斜に澹つて掘下つているが，現在は埋－

没している・鉱石は亜錯に富み，・黄銅鉱を伴う雑鉱であ

る・この旧坑に対して谷の反対側に新坑が：N60。Wの

方向に約50m掘進され，さらに南方へ15mの地点で

硫化焼けをN10。Wの方向に鑓押しているが，鉱石を把

握していない。大正初年に開坑されたといわれる。

　4．7丸山坑’
　第96号鉱区の南端，竹田川道路側に旧坑があり，大
’
正
初

年に掘られた鉱石がズリ中に散在す惹。坑口は全く

崩落している。母岩は礫岩で黄銅鉱は鉱染的に含有され

、ている。本坑は僅量の出鉱をみたにすぎない（ズリの品

位Cu、3．34％）。

　4．8宝来坑
　山鹿谷の北方に礫岩層の露岩中に坑口が存在する。坑

口よりN200Wの方向に約50m礫岩中を鍾押してお

り，奥部に堅坑があり6m掘下つている○鍾幅は5擢

30cmで坑口より蓮続している。鉱石は亜錯‘・鉛に富む

雑鉱で，分析品位はCu2．86％，Zn3LO5％，Pb9．52

％，Ag1，032gであり，含銀分が非常に高く，亜錯分が

多い。礫岩はさらに深部において凝灰岩に変化し，両老

の関係は断層と考えられる。

　本坑は単に鑓押掘進したのみで・約10tの鉱頑を出

したのに止まるが，上下部に採鉱すれば鉱石の品位の良

　　乃彦．．

　　　　　／　　、、一

　　E　．6加ψ偲腐6

　　0　Q　　　　　ゆ　　　しの　コ
　　ゆ　　　　　　　　　　　り

　　轡諏解鵬
　　　識
　　　　㌃o“
　　　　　‘4κ5沢）

第3圖　宝來坑
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好な点よりみても直ちに出鉱しうる鉱床である・

　万盛坑は宝来坑と同一水準にあり，約80m距てて坑

口があり鑓押を行つているが，坑口近くで崩壊して入坑

．，し難い・

　4．9水路坑1
　宝来坑の下位10mに存在し，宝来鑓とは並行脈をな

しているが銅鉱のみを産する。坑口は全く崩壊してい

る。

　4．10山鹿南坑・北坑
　南坑は滝壷を挾んで両側にありN100Wめ方向に坑

口を向けている。南側のものは30m鑓押し，北側のも

あは入口より堅坑で降つている。母岩は礫岩で鉱脈の走

向N100W，傾斜800Eで粘土脈を成し，僅に炭酸銅の

沈澱をみるのみで，鉱石は．出していないo

　北坑の旧坑はN300Wに錘押しているが・坑口が埋
F
没

して入坑できない。鉱石は石英質で黄銅鉱・黄鉄鉱を

伴い，Cu2％久〉ものが少量稼行されている・

　北一坑・北二坑は磯野時代にそれぞれ延長65m，7

m，鑓幅10～15cmの粘土脈を追つているが，微力、に炭

酸銅の沈澱が認められる程度で，この両坑は探鉱に失敗

　している。

　4．11　水淵坑

　　　　　　　　　　　竹田川の最も上流に在

　　　　　　　　　　り，二坑はN300Wの

羅
竃鶉

　㎏

　　　　Eミ　監
　　　　も「』旦・
　　　　・b　襲

　　　　」　　　　　　量
　　　　　　塾・
　　　　　　葛
　　　　∫ユ．竃

　　方向に加脊3×6尺，奥

　　部2×3尺で脈幅3～10
　　　　　　　、　　cmの粘土脈を110mに
　　　　　　1

第4圖　水淵坑

亘つて鑓押している。し

かし本鑛はこの米占土脈の

上盤1．5mに存在する

ことは坑内の堅坑および

引立附近の探鉱によつて

確められている。堅坑は

水没しているが，15m掘

下つているといわれる。

鉱石は不規則な網状石英

細脈中に黄銅鉱・閃亜錯

鉱が含有されている。二坑の下位3mに南北の方向に

5・×6尺加脊の大切坑が延長12m掘進されているが，

未だ本鑓を把握していない。これはさらに掘進を要す

る5

　さらに二坑より比高40〕mの地点の硫化ヤケが大和鉱

業の手で，東に延長190m蘭探鉱されているが，鑓幅

20’》70Cmの粘土脈を追うのみで，鉱石を認めず全く失

敗に帰しているQ

要するに水淵坑は二坑の上盤に本鑓が存在するが，鉱

床の規模は小さぐ，鉱量的にみて稼行価値に乏しい・

4．12横瀬坑
’竹田川と針ノ木谷との分岐点を少し湖つた横瀬谷に旧

坑が3ガ所おり，走向N200W，傾斜70bE鑓幅10《ノ『

15cmで堅坑より掘下りの部分は水没しているが，銅鉱

を産出している。

　しかし鉱量よりみて葎行の対象とはなり難い。

4．13皿．谷

針ノ木谷は竹田川との分岐点より：N20QWの方向を

　　　　　　　　　　　とる。その西岸に皿　　　　〃3

いzo鞭

　　　、　天

　　ミ
　　ペ　　蜘膓確ド

・』　
二、

　　　　　鼠
　　　　　偶

　　　　　墨

　　　　4’η→

　　第5圖　皿　　　谷

　　谷・コ戸モリ谷，東．

　　側に万ケ谷さらに上

　　流大石飛にも旧坑が

　　存在する。これらの
　　　1日1坑をま瀕召禾0　17～18

　　年頃に万ケ谷は大和

　　鉱業，その他は帝国

　　鉱発会社の手により・

　　探鉱されているが，

万ケ谷に銅鉱を産す

るに．止まり，他の探一

鉱はいずれも失敗に，

帰している。針ノ谷・

流域の414米山と鱒

返し滝附近には石英

粗面岩が礫岩層を貫

いて露出しているo

　道路より針ノ木谷

を渉って50mの地

．点の小爆を挾んで南

北に坑口が開いている。，北坑は琴×3尺加脊の旧坑で粘『

土脈を約20m追つている。・南坑は入口に鑓巾8cm

の鉱脈が見られ，2m奥で粘土脈となり約25m掘進し

たが，東方に盾入して鉱脈をこNで掴んでいる。皿谷は・

この坑口近くの薄脈に少量銅を含有するのみで，稼行価

f直はないQ

4．14コ剛モリ谷

鉢ノ木谷より西方150mの地点に帝国鉱発時代に探

鉱した坑道がある。北坑は6m掘り進み』，下部へ4m

下り，鉱石はこの部分より健量出鉱したといわれる。

鉱石は石英質で微量の黄銅鉱（Cu1％）と亜錯を含有

する。南坑はヤケをN10。Wに65m鐘押しているが

脈は安定せず，分岐点附近において失つている。

　4．15万ケ谷坑

通洞は道路面にあるが，埋没してその位置を知りうる

のみである。旧坑は道路より比高10mに位し，鉱脈み
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第6圖　コーモリ谷

走向国300E，f頃斜800Eで20m鍾才甲されたとレ・われ

るが，現在は瀦水のため入坑できない。

　鑓幅は70cmで比較的厚く，炭酸銅および黄銅鉱が

見られ，粗鉱品位はCu4～5％で良好である（分析品位

Cu4．90％）。母岩は礫岩である。本坑は大和鉱業にょ

つて昭和17～18年頃約20tを出鉱したもので，脈勢と

品位から考えて探鉱の価値があるものと考えられる。

　4．16大石飛
　針ノ木谷林道の終点，大石飛の爆の南岸附近に旧坑が

存在し，帝国鉱発の探鉱した坑道は，南北の方向にやケ

鉢1不谷林遵

ヒ

骨

㌔キ
　　　飛
　　：ls房・
随’、禰一
　　　　■
　　70rμグOr2ゴ6万フ♪

　　　　　■

　田

第7圖　　大石飛

を30m鑓押し，さらに東へ9m盾入しているが，黄

鉄鉱を見るほか，銅鉱は含有していない。脈の走向は

N・S，傾斜70。E，脈幅は110～20cmである。

　4．17登砂谷
　山竹田より大内峠（山中温泉）に至る登り谷に旧坑が存

在し，坑口より盾入を掘り3脈に遭つており，第7図の

如く各脈を鑓押しているが，黄鉄鉱を見るのみで銅鉱を

含有しておらず，また採掘跡も見られない・母岩は凝灰

岩で軟質である。

、．

骸x蜘
第8圖　　登　り　谷

　4．18中の谷旧坑
　登り谷の北方にある漢谷を中の谷とい」，加脊からみ

て古い旧坑と思われるものが2ヵ所あるo（イ）は道路よ

り比高20mの地点にあり，N60。Wで10m盾入して

藩脈し，北方へ鑓押し，途中に堅坑があつて掘下つてい、

’
る が，．磯水のため鉱況は．不明であるQ〈ロ）は、20m鑓押

し，引立近くには枠組の旧坑が存在するが，深さは貯水

のため明らかでない。走向N200W，傾斜70。W，脈幅

15～20cmの粘土脈である。

　堅坑の存在よりみて，掘下りの部分より銅鉱を少量出

したと考えられるが，微量の黄鉄鉱が見られるのみで鉱

床とし．ての価イ直に乏しい。

（口）

竪坑

‘イ）

　㌃卿
　　‘2κ3沢）

くゆ

竃

　　〃30〃．
　　‘3x5用

第9圖　中の谷団坑
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4．扮柳谷・大幡坑
川上に至る県道西側の山腹中に柳谷・大幡両坑が存在

　　　　　　　　　　　し，大正初年磯野
　　　　　〃20姥解5破・
　　　　　　　　　　　時代に銅鉱を産し　　　　』τ

　　　　　　時譲熟　　　　　舅

　　ピo卯

　　　　　　　　　　　あり，大幡坑の一　　ノ　ノノ
　　　　　　　　　　　坑は辛うじて入坑

〃20躍1

・厩20

80
這拶

！’

竃
㌃一

辛

ノy／0酬　’

‘4κ5却

第10圖　大幡坑

し得る。

鉱脈は，N10～

300Wの方向に走

り，少なくとも2

脈以上存在する。

主脈は坑口より約

50mの地、点で東

西断層で転位して

いる。脈幅は15

’》20cmで黄鉄鉱

が多いが，局部的

に銅鉱を産し，こ

れは抜掘されている。坑内には僅かであるが，炭酸銅の．

沈澱が見られる。母岩は凝灰岩で軟く崩壊し易いQなお．

附近に2，3の旧坑が存在するが埋没Lている。

4．20エンマ王坑

　竹田一川上県道の橋の上流約100mり川岸に旧坑が

存在する。坑口より鑓押20mで堅坑があり，それより

登り坑道となりr直り」に当る。r直り』の大さ延長19m

×高さ15m×幅20cmで，鉱量105tであるが大部

分は採掘されている。

　鉱石は黄銅鉱・黄鉄鉱よりなり，銅品位は5％内外で

ある。

5．結　論

〃20岬

　　酵！5　　　　　　［　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　号

　　　　　　　．一彪髪

、睾　　葦ヲ・

鈴
‘2ズ3尺）

第∬圓　　　エ　　ン　マ　王　坑

竹田鉱山およびその附近に存在する鉱床調査の結果を

要約すれば，次の通りである。

1．鉱床の走向はぼとんどすべてN20。W停方向を

示し，この方向がこの地方の鉱床生成上重要な裂擁ある

いは圧砕帯であつた。、

　各鉱床はN200Wに走る並行脈を形成する。’

　2．鉱脈は裂癬充填鉱床に属し，従来稼行された部分

は「直り」である。，しかし竹田本鑓を除けば鉱床の規模は

小さく，鉱量に恵まれない。

　3．上竹田を中心として銅鉱を産し，上流は亜錯・錯’

を伴う雑鉱を産し，下流は硫化鉄に富む傾向が著しい。

　4．鉱床の母岩は凝灰岩および礫岩であり，鉱床附近

には安山岩あるいは石英粗面岩の貫入があるが，蓮鉱岩』

はこXに断定し難い。

　5・銅鉱石は茸銅鉱を主として・斑銅鉱・・輝銅鉱を1伴

う場合もあり，’非常に高品位のものを産する。

　雑鉱も宝来坑は亜錯の品位が良好である。精鉱は銀分

1kg以上の場合があるq

　6．往昔より稼行された鉱床は竹田本鑓のほか，産額

は竹田本鑓に比してはるかに劣るが，古屋谷鑓・西山鑓・　’

大平鑓・．共栄鑓の順序に産出した。

　そのほか僅量の銅を産出した鉱床は丸山鑓・水淵鑓・

万ケ谷鑓・大幡鍾・エンマ王鑓宅ある。

　7．』残鉱が見られ，今後少量づΣ出鉱可能なものは竹

田本鍾（通洞坑一中段坑間），宝来坑（雑鉱）であつて，ま

ず竹田本鑓・古屋谷坑・西山坑等の「直り」の下部の鉱量

の採鉱が，この地方の銅鉱床を開発する上においてその

死活の鍵であると考えられる。

　　　　　福井県竹田鉱山分析成績表

謬坑名i
　、 共栄坑1精鉱

2共栄坑断層先
　　　　の鑓
3共栄坑「直り」
　　　　竜頭
4丸山坑ズ　リ
51牟ケ田本坑精鉱

6竹田本坑上，中鉱

7竹田本坑下，鉱

8宝来坑坑内
・9方ケ谷坑・坑口

10西山坑ズリ

銅「亜錯
％　 ％
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大阪通産局分析（昭和27年8月）

　　　（昭和27年8月調査）
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